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◎概況　‌�県内景況は、新型コロナウイルス感染症
の影響が和らぐもとで持ち直している。

県内景況・確報
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個人消費関連 観光関連建設関連

主要景気指標前年同月比

10月の県内景況は、個人消費関連では、スーパー売上高は、全店ベース、既存店ベース共に前年同月
を上回りました。百貨店売上高は、前年同月を下回りました。耐久消費財である新車販売台数は前年同月
を上回り、中古車販売台数は前年同月を下回りました。
建設関連では、公共工事請負金額は前年同月を上回りました。建設資材である生コン、セメントはとも
に前年同月を上回りました。
観光関連では、入域観光客数は前年同月を上回り、観光施設入場者数も前年同月を上回りました。ホテ
ル稼働率はシティホテル、リゾートホテル、ビジネスホテルのすべてにおいて、前年同月を上回りました。
ホテル客室単価、宿泊収入（推計値）においても前年同月を上回りました。
このような状況に鑑みて、個人消費は新型コロナウイルス感染症の影響や供給制限が緩和傾向にあるこ
となどにより持ち直しています。観光関連は、全国旅行支援の実施などで持ち直しており、建設関連は、
民間工事に持ち直しがみられるものの、弱い動きが続いています。よって、「県内景況は、新型コロナウ
イルス感染症の影響が和らぐもとで持ち直している」と上方修正しました。� （上方修正）

2022年
10月
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（ふつう）

１ スーパー・百貨店売上高…‌�スーパー売上高は、全店ベース、既存店ベース共に前
年同月を上回る。百貨店売上高は、前年同月を下回る。

個人消費

10月の個人消費関連では、スーパー売
上高「全店ベース（前年同月比2.6%増）」
は、5ヵ月連続で前年同月を上回りました。
品目別では、「食料品（同3.3％増）」、「家庭
用品（同2.5％増）」は前年の新型コロナウ
イルス感染症の影響緩和による来客数の
増加や生鮮食品を中心とした物価高騰の
影響などにより、前年同月を上回りました。
「衣料品（同1.3％減）」は天候要因などによ
り前年同月を下回りました。
「既存店ベース（同2.2％増）」は、5ヵ月
連続で前年同月を上回りました。品目別で
は、「食料品（同2.7％増）」、「家庭用品（同
0.8％増）」は新型コロナウイルス感染症の
影響緩和による来客数の増加や物価高騰
の影響などにより前年同月を上回りました。
「衣料品（同1.1％減）」は前年に比べ気温が
高く推移したことにより冬物衣料の売れ行きが鈍かったことなどが要因となり、前年同月を下回りました。
（参考値）コロナ禍以前の2019年同月比では、7.7％増となりました。
百貨店売上高は、前年同月を下回りました（同0.3％減）。内訳をみると「衣料品（同8.5％減）」、「身廻品（同10.5％減）」、

「家庭用品（同25.8％減）」は前年の大規模なポイント還元企画の反動などにより前年同月を下回りました。「食料品（同
2.3％減）」は、システム更改に伴う売場の臨時休業や価格高騰の影響などにより前年同月を下回りました。「サービス
（同354.7％増）」、「その他（同106.3％増）」は催事企画の好調などにより前年同月を上回りました。全体としては8ヵ月
ぶりに前年同月を下回りました。
（参考値）コロナ禍以前の2019年同月比では、全体で25.6％減となりました。
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３ 中古車販売台数…中古車販売台数は前年同月を下回る。
中古車販売台数（登録ベース）は、全体

で17,814台（同5.9％減）となり、13ヵ月
連続で前年同月を下回りました。車種別で
は、「乗用車（同6.1％減）」、「軽自動車（同
5.8％減）」共に市場の供給減少に伴う価格
高騰などにより、前年同月を下回りました。
（参考値）�コロナ禍以前の2019年同月比

は全体で11.4％減となり、車種別
では乗用車9.3％減、軽自動車
12.7％減となりました。 0
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注）登録ベース 資料）沖縄県中古車販売協会
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台数（左軸）
合計（右軸） 

前年同月比

２ 新車販売台数…新車販売台数は、前年同月を上回る。
新車販売台数は、全体で3,118台（同
21.7％増）となり、2ヵ月連続で前年同月
を上回りました。車種別では、「普通乗用車
（同6.1％増）」、「小型乗用車（同9.7％増）」、
「軽乗用車（同30.8％増）」は供給制限の影
響が改善しつつあることなどにより前年同
月を上回りました。
※�普通乗用車及び小型乗用車は登録ベー
ス、軽乗用車は届出ベースの数値を合算。

（参考値）�コロナ禍以前の2019年同月比
では、全体で5.9％増となりました。
車種別では、普通乗用車15.7％
増、小型乗用車29.1％増、軽乗用
車7.5％減となっています。
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前年同月比
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４ 大型家電専門店販売額…販売額は前年同月を下回る。
10月の大型家電専門店販売額は
４ヵ月連続で前年同月を下回りま
した。
下回った要因として、客足の鈍さ
が継続していることなどが挙げられ
ています。

※‌�コメントについては商業動態調査
を基に小売店へ弊社が独自にヒア
リングを行ったものになります。
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（％）前年同月比

建設関連 （ふつう）

１ 公共工事…公共工事請負金額は前年同月を上回る。
10月の公共工事請負金額は、前
年同月比11.1％増の296億7,800
万円となりました（２ヵ月ぶり増）。
発注者別でみると、「市町村（同
29.8％増）」、「国（14.6％増）」、「独
立行政法人等（同661.5％増）」は前
年同月を上回りました。一方、「沖
縄県（同28.8％減）」、「その他（同
49.4％減）」は前年同月を下回りま
した。
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（％）（百万円）

公共工事請負金額
（棒グラフ・左目盛）

前年同月比
（折れ線・右目盛）

【参考】 公共工事（年度累計）…公共工事請負金額は前年同期を下回る。
今年度累計値では13.7％減と
なっています。
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２ 建設資材…生コン、セメントはともに前年同月を上回る。
建設資材関連では、生コンの出荷

量は4.7％増と２ヵ月ぶりに前年同
月を上回りました。内訳をみると、
公共工事向けは石垣や中南部での出
荷が増加したことなどから前年同月
より14.6％上回り、民間工事向け
は宮古島や石垣での出荷が減少した
ことなどから前年同月より0.6％下
回りました。セメント出荷量は
0.8％増と２ヵ月ぶりに前年同月を
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資料）当社ヒアリング等による注）セメント出荷量は、速報値につき、確報にて修正される場合がある

（％）

セメント出荷量（折れ線・実線）

生コン出荷量（折れ線・破線）

前年同月比

住宅投資…着工戸数は前年同月を下回る。
10月の新設住宅着工戸数は、全

体で前年同月比27.8％減の648戸
となり、２ヵ月連続で前年同月を下
回りました。利用別戸数をみると、
「分譲住宅（同60.9％減）」、「持家（同
18.9％減）」、「貸家（同10.6％減）」
は前年同月を下回りました。一方、
「給与住宅（同500.0％増）は前年
同月を上回りました。 0
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【参考】 住宅投資（年度累計）…着工戸数は前年同期を下回る。
今年度累計値では、2.3％減と

なっています。
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観光関連

１ 入域観光客数（国内客・外国客の合計）…前年同月を上回る。
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資料）沖縄県文化観光スポーツ部※外国客は乗務員等を含む

（％）（千人）

入域観光客（棒グラフ、左目盛）

前年同月比（線グラフ、右目盛）

10月の入域観光客数は、全国旅行支援の実施や国内の各航空路線で全便運航となったことなどから、
331,700人多い630,700人（前年同月比110.9％増）となり、11ヵ月連続で前年同月を上回りました。
2019年同月比（国内客・外国客の合計）では、220,600人減少（25.9％減）と下回っています。
2019年同月比（国内客）では、7,200人増加（1.2％増）となっています。
外国客入域観光客数は、台湾と香港の一部路線で運行が開始されたことにより、2,700人の入域があり
ました。今後、入国制限措置の緩和による運航再開が予定されていることから、外国客数の回復が期待さ
れています。

外国客 入域観光客数…2,700人の入域となる。
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資料）沖縄県文化観光スポーツ部※外国客は乗務員等を含む

（％）（千人）
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前年同月比
（線グラフ、右目盛）

外国客入域観光客（棒グラフ、左目盛）

（やや悪い）
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10月の観光施設入場者数は、�全体
では168.8％増となり、８ヵ月連続
で前年同月を上回りました。地域別
では、北部の観光施設は137.6％増、
南部は237.0％増、中部は179.0％
増となりました。
（参考）�2019年同月比では、全体で

45.4％の減少となります。
内訳では北部の観光施設は
36.9％減少、南部は55.4％
減少、中部は44.7％の減少となっています。

２ 観光施設入場者数…前年同月を上回る。
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資料）当社ヒアリング
※調査対象施設数＝南部6、中部5、北部4施設　※公表後に改定する場合があり最新公表資料が確定値とする。
注）棒グラフは各地域の寄与度を示している

（％）（％）

南部 中部 北部 全体

ホテル客室単価（シティ＆リゾート）
は30.4％増と11ヵ月連続で前年同月
を上回り、宿泊収入においても
169.7％増と11ヵ月連続で前年同月
を上回りました。
（参考）�2019年同月比では、客室単

価は4.9％の上昇、客室収入
は8.6％の減少となっていま
す。

４ ホテル客室単価・宿泊収入…�ホテル客室単価、宿泊収入ともに前年同月
を上回る。
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※対象施設数：26施設（シティ8、リゾート18）、ビジネスは除く
※客室単価は26施設の平均値、宿泊収入は各施設の推計値の総額（稼働率及び客室単価より当社推計）
※公表後に改定する場合があり最新公表資料が確定値とする。 資料）当社ヒアリング

客室単価 宿泊収入

（％）前年同月比

県内ホテル稼働率は、シティホテ
ルは前年同月比28.1ポイント増加、
リゾートホテルは33.8ポイント増
加、ビジネスホテルは33.1ポイン
ト増加しました。新型コロナウイル
スの感染抑制や全国旅行支援の実施
などから、前年同月を上回りました。
（参考）�2019年同月比では、シティ

ホテルは18.7ポイントの減少、
リゾートホテルは12.4ポイン
トの減少、ビジネスホテルは4.7ポイントの減少となっています。

３ ホテル稼働率…�シティホテル、リゾートホテル、ビジネスホテルすべてにお
いて前年同月を上回る。
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資料 )当社ヒアリング

（ポイント）（％）

稼働率（線グラフ、左目盛）
前年差（棒グラフ、右目盛）

シティ リゾート ビジネス
シティ リゾート ビジネス

注）シティ8ホテル、リゾート18ホテル、ビジネス4ホテル　※公表後に改定する場合があり最新公表資料が確定値とする。 



22 おきぎん調査月報　2023. 1

（やや良い）企業倒産

雇用関連

企業倒産…件数、負債総額はともに前年同月を上回る。
10月の企業倒産件数は４件（う
ち大口倒産は２件）となり、前年同
月より33.3％上回りました。
負債総額は８億1,600万円とな
り、前年同月より88.0％上回りま
した。
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負債総額
（棒グラフ、左目盛）

倒産件数
（線グラフ、右目盛）

10月の完全失業率（季節調整値）
は、2.5％となり前月より0.3ポイ
ント低下しました。

10月の雇用状況は、月間有効求
人数（季節調整値）が前月比0.4％
増の33,016人に対して、月間有効
求職者数（同上）は前月比1.3％減
の30,268人となり、有効求人倍率
（季節調整値）は1.09倍と、前月よ
り0.02ポイント上昇となりました。

完全失業率（10月）…沖縄は前月より低下、全国は同水準。

有効求人倍率（10月）…沖縄、全国はともに前月より上昇。

（ふつう）
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資料）沖縄労働局、厚生労働省注）季節調整済　注）沖縄県の数値は県内を就業地とする「就業地別」求人数を用いて算出
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資料）沖縄県、総務省統計局注）季節調整済
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